
５年算数 「合同な図形」
～先生、これプログラミングでできそうですよ？！～

みねあい



先日、ある問題に取り組んでいたら・・・

• 作図の手順を

説明する学習を

しました。

※習熟度別の

発展的な内容を

取り扱うクラスです。



すると・・・

• 先生、これプログラミングでできそうですよ？

• 何か作図ができるソフト的なもの、無いんですか？



・・・ある。



合同な図形が作図できるように、用意しました。

• https://scratch.mit.edu/projects/421437830/

https://scratch.mit.edu/projects/421437830/


児童が内角と外角で混乱しないように
ブロックを作りました。

今回は
「教科書の図と合同な図形を作図してみよう！」

というめあてを達成するために、
意識的に定義ブロックを用意しました。



授業の様子

ちょっと待って！
3.5ｃｍって何歩？！ これ、本当に35度？！



他のページの作図に挑戦する子も



児童の振り返りから・・・

6ｃｍが何歩で書けるか。悩みました。

合同な三角形は、プログラミングよりもコンパスや定規、
分度器で書いたほうが楽だった。
合同な図形以外では、活用できるかもしれない。

座標を考えるのが難しかった。
今度やる時があったらもっとうまくやりたい。

60歩動かすと1ｃｍということが分かると、前に学習した比例を使ってできます。
たとえば、3.5ｃｍの線にするときは60×3.5＝210 210歩動かすと3.5ｃｍの線が引けます。

このように習った学習を使うと楽でした。

プログラミングだと難しいけど早くできて、
手書きだと簡単だけど時間がかかってしまいます。
だから、プログラミングでペンで直線をひいたり、
角度、長さをはかれたらいいと思いました。



おわり


